
                                                  令和６年４月８日 

生 徒 指 導 部 

令和６年度 生徒指導部 確認事項 （生徒用） 

 

１  服装頭髪等について  

（１） 服装頭髪等検査について  

・不定期に実施する場合がある。  

・指導を受けた生徒は、生徒指導部・ＨＲ担任と服装頭髪等を直すまでの日程等を確認する。  

（２） 朝のＳＨＲ時  

・服装等に不備がある場合は、朝のうちにＨＲ担任に報告する。 

・特異な髪型、染髪・脱色等はしない。また、即時に直すことが出来ない場合は、本人と保護者等の意見を聞き、直すのに必

要な日程を確認する。  

（３） 確認事項 （Ⅲ生徒指導関係の第3章 服装・頭髪及び所持品に関する規程を参照） 

・リボン・ネクタイ … シャツの第１ボタンをとめて、着用する。  

・スカート … スカート丈は膝頭にかかる長さとする。ベルト着用は不可。  

・ベスト、カーディガン … 紺色、白色、灰色の単色、マークはワンポイントとする。（任意） 

・ブレザー … 天候や気温等を総合的に判断して着用すること。また、儀式的行事等（入学式・卒業式等）は必ず着用する。 

・ワイシャツ、ブラウス ･･･ 白色無地とする。また、学校指定のワイシャツ、ブラウスに限定しない。 

・ジャージ … スカートの下に着用することは禁止とする。  

・膝掛け … 必ず持ち帰ること。体に巻きつける等の行為や定期考査時の使用も禁止とする。  

・ピアス、ネックレス、ブレスレット、指輪、化粧等は禁止とする。 

・熱中症防止対策として、夏季略装期間を設ける。（詳細は別途連絡する） 

 

２ 登下校について  

・朝のＳＨＲは、午前８時４０分から開始する。 

・校舎内（学校敷地内等）での部活動や生徒会活動等は、原則として午後６時までに活動を終了し下校する。 

 

３ 職員室の入退室等について  

・コート類を脱ぎ、服装が整っているか確認してから入室する。  

・ノックをしてから入室し、当該教員に用件を告げる。また、教職員等とは節度をもって接する。 

  

４ 自動販売機の利用について  

・利用時間は昼休み・休み時間・放課後とし、ＨＲ教室等で飲む。 

・利用状況が悪い場合には、自動販売機の利用を停止する。 

・購入した飲み物のペットボトルや空き缶は、自動販売機横のゴミ箱に捨てる。（自販機購入以外は捨てない） 

  

５ 生徒下駄箱の使用について  

・上段は上靴使用スペースとし、下段を外靴使用スペースとする。（決められた下駄箱を使用する） 

  

６ 体育館の利用について  

・利用時間は、昼休みとする。  

 

７ 持ち物について  

・携帯電話等（スマートフォン）の校内（学校敷地内）への持ち込みは制限しない。 

 ・校内での携帯電話等（スマートフォン）の私用での取り扱いは、授業時間以外に限る。使用場所は限定しない。 

・授業に関係するもの以外（ゲーム機等）の校内への持ち込みは禁止とする。 

・私物は持ち帰る。（ブレザー等）  



８ 貴重品の管理について  

・集金代金等を持参した場合は、速やかにＨＲ担任等に預ける。  

・貴重品の管理は、自己責任とする。（セキュリティボックスを利用する。鍵を紛失した場合は、実費負担） 

  

９ アルバイトについて  

・就業日は、特に限定しない。また、３学年は家庭学習期間中に就業しても構わない。 

・希望者は、Ⅲ生徒指導関係の「第6章 アルバイト規程」を参照し、担任に問い合わせる。 

・事前に「アルバイト届」を提出する。また、職場を辞めた場合は必ず学校に報告する。 

・定期考査１週間前、定期考査期間中等は就業禁止とする。 

 また、ＨＲ担任等が学校生活に支障があると判断した場合は、アルバイトを禁止することがある。 

・1学年のアルバイト希望者は、学習習慣定着等の観点から前期中間考査終了後からが望ましい。 

 また、特別な事情がある場合は、ＨＲ担任に相談する。 

 

１０ 自転車通学について  

・希望者は、「自転車通学届」を提出し、使用する自転車に「豊高ステッカー」を貼付する。  

・損害賠償保険等の加入を勧奨する。（任意）  

・安全点検等は自己責任とする。（ライト・反射材・ベル・ブレーキ等）年度初めに点検を実施する。  

・自転車通学期間は、生徒指導部から開始・終了を告知する。また、降雪時等は自転車通学をしない。  

・自転車安全利用五則や交通ルール等を遵守するとともに、歩行者の安全確保・交通安全に配慮する。 

・改正道路交通法により2023年4月1日から、全ての自転車に乗る人に対して「ヘルメットの着用が努力義務化」されました。 

・指導に応じない場合は、自転車通学の禁止及び自動車運転免許取得を許可しない。 

   ・必ず、別紙「第4章 交通安全に関する規程」を参照する。 

 

１１ 部活動について  

・顧問の指導下において、適正に活動する。 

・顧問の指導下にない、生徒のみの練習や自主練習等（朝練習も含む）を校舎内（学校敷地内等）で実施することは禁止する。 

・体育系、文化系各1部まで所属することができる。 

   ・定期考査の1週間前から定期考査終了までの期間は、原則として活動や大会参加等を禁止とする。 

 

１２ 夜間外出の制限について 【条例の抜粋】 

・北海道青少年健全育成条例 第4章 第35条「保護者は、やむを得ない理由がある場合のほか、深夜（午後11時から 

翌日午前4時までの間をいう）にその監護する青少年を外出させないように努めなければならない。」を遵守すること。 

１３ 器物破損について  

・器物を破損した場合は、教員等に報告する。 

１４ インターネット・掲示板・メールなどの利用について  

・誹謗・中傷など他人が傷つく内容の書き込みをしない。  

・モラル意識を持ち、節度のある利用を心がける。  

１５ 自動車運転免許の取得について 

   ・希望者は、Ⅲ生徒指導関係の「第5章 自動車運転免許取得に関する規程」を参照し、担任に問い合わせる。 

１６ その他 

   ・何か分からない事柄があった場合は、ＨＲ担任や教職員等に確認する。（自己判断はしない） 

   ・ルール等については、Ⅲ 生徒指導関係【第１章 生徒心得、第２章 諸届等について、第３章 服装・頭髪及び所持品に関する 

    規程、第４章 交通安全に関する規程、第５章 自動車運転免許取得に関する規程、第６章 アルバイト規程、第７章 生徒派 

    遣規程、第８章 合宿規程、第９章 生徒の懲戒に関する規程】とⅣ 生徒会会則、令和６年度 生徒指導部確認事項が、本校の 

ホームページに掲載してあるので必ず確認する。また、印刷を希望する生徒はＨＲ担任等に申し出ること。 
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Ⅲ 生徒指導関係 

 

第１章 生徒心得 

 第１条（目標） 

   北海道豊富高等学校の生徒であることに誇りを持ち、自ら学ぶ意欲を持って学力の向上に努める 

とともに、助け合いの精神に基づき良識ある行動に努める。 

   また、本校での様々な活動を通して、生徒が社会の中で自分らしく生きることができる存在へと、 

  自主的・主体的に成長や発達する過程を支える。 

 

 第２条（校内生活） 

 （１）校内での生活について 

  ア．身分証明書を携帯する。 

  イ．授業中は学業に専念し、教科担任等の指示に従う。 

  ウ．日課時間等の決められた時間を守る。 

エ．事前に遅刻・欠席・早退する場合は、原則として保護者等が連絡する。また、病気等で長期 

欠席をする場合は、必要に応じて診断書等を提出する。 

  オ．授業途中に入室する際は、入室届を提出する。 

  カ．保健室を利用し、授業途中に入室する際は、処置連絡票を提出する。 

  キ．日課時間内に外出する際は、外出届を提出する。 

  ク．自動車運転免許の取得は原則として禁止する。（第 5章 自動車運転免許取得規程を参照） 

  ケ．自転車通学を希望する者は、自転車通学届を提出する。（第 4章 交通安全規則を参照） 

  コ．登下校は原則として学校指定の制服とし、校内においても制服を着用する。また、服装・頭髪

等の身だしなみを整える。（第 3章 服装・頭髪及び所持品に関する規程を参照） 

 （２）校内での規律について 

  ア．学習に不必要なものは持ち込まない。 

  イ．校内に私物は置かない。置く場合は、事前にホームルーム担任・部活動顧問等に申し出る。 

  ウ．校内での集会・文書配布・掲示物等があるときは、事前にホームルーム担任・部活動顧等に 

申し出る。 

 （３）校舎・施設・教材等の使用について 

  ア．授業以外に、教室やその他の学校の施設・設備を使用する際は、事前に関係教員等に申し出る。 

  イ．校舎は常に清潔に使用し、施設・設備等は丁寧に取り扱い、汚損・破損した場合は速やかに申

し出る。 

 

 第３条（校外生活） 

 （１）身分証明書等を携帯する。 

 （２）他校への訪問や対外行事への参加、部活動で大会等に参加する際は、本校の生徒であることを

十分自覚し、生徒心得を守り、良識ある行動を心がける。 
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 （３）１８歳未満立入禁止の場所へは、立ち入らない。 

 （４）夜間外出等については、【抜粋】北海道青少年健全育成条例 第４章 第３５条 「保護者は、 

    やむを得ない理由がある場合のほか、深夜（午後１１時から翌日午前４時までの間をいう）に 

    その監護する青少年を外出させないように努めなければならない。」を遵守すること。 

 （５）公共交通機関を利用して通学する際は、不正乗車等はしない。 

 （６）交通ルールやマナーを守る。また、保護者等以外の乗用車には同乗しない。 

 （７）アルバイトを希望する者は、アルバイト届を提出する。（第 6章 アルバイト規程を参照） 

 （８）部活動等の各種大会・行事に参加する際には、事前に校外活動参加願を提出する。 

 

第２章 諸届等について 

 第１条（早退届） 

早退する際は、その旨をホームルーム担任に伝えて、早退届を記入する。 

 第２条（外出届） 

日課時間内に外出する際は、その旨をホームルーム担任に伝えて外出届を記入する。 

 第３条（入室届） 

授業途中に入室する際は、入室届を記入し教科担任に提出する。【遅刻者を含む】 

また、保健室を利用し授業途中に入室する際は、処置連絡票を教科担任に提出する。 

 第４条（学生割引証） 

旅行等の際に学生割引を希望する者は、生徒旅客運賃割引証交付願を提出し、学生割引証を 

受け取る。 

 第５条（アルバイト届） 

アルバイトを希望する者は提出する。 

 第６条（自転車通学届） 

自転車通学を希望する者は提出する。 

 第７条（証明書発行願） 

在学証明書・成績証明書・卒業証明書・調査書・卒業見込み証明書・推薦書等の発行を希望 

する者は提出する。 

 第８条（自転車運転免許取得許可申請書・兼誓約書） 

自転車運転免許取得を希望する者は提出する。 

 第９条（部活動入部届・部活動退部届） 

部活動の入部・退部を希望する者は提出する。 

 第 10条（校外活動参加願） 

校外活動・合宿等に参加を希望する者は提出する。 

 

※留意事項 

 （１）諸届等は事前に提出する。 

 （２）内容に不備等がある書類は、受理しない場合がある。 

 （３）諸届等の用紙は、ホームルーム担任・部活動顧問等から受け取る。 
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諸届等一覧 

 項 目 種 類 手続きの流れ 

１ 早 退 早退届 担任→本人→担任 

２ 外 出 外出届 担任→本人 

３ 入室(遅刻者含) 入室届 担当教員→本人→教科担任→担任 

４ 学生割引 生徒旅客運賃割引証交付願 担任→本人→担任→生徒指導部→事務 

５ アルバイト アルバイト届 担任→本人（事業所・保護者等）→担任→生徒指導部 

６ 自転車通学 自転車通学届 担任→本人（保護者等）→担任→生徒指導部 

７ 証明書発行 証明書発行願 担任（卒業、教務部）→本人→担任（教務部）→事務 

８ 自動車運転免許 運転免許取得許可申請書 担任→本人（保護者等）→担任→生徒指導部 

９ 部活動入部･退部 入部届・退部届 顧問→本人（保護者等）→顧問→担任→生徒指導部 

10 校外活動参加 

校外活動参加願 

(保護者等の承諾を得る) 

顧問→本人（保護者等）→顧問→生徒指導部 

 

附 則  １ 令和 ４年 ４月 １日 改  正 

     ２ 令和 ５年 ４月 １日 一部改正 

     ３ 令和 ６年 ４月 １日 一部改正 
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第 3章 服装・頭髪及び所持品に関する規程 

 

項 目 内                 容 

ブレザー 

１．上 着… 学校指定のものとする。 

２．エンブレム… 左胸ポケットの中央に付ける。 

３．ボ タ ン… 2 個。袖ボタンも 2 個で共に学校指定のものとする。 

４．袖 口… 折り曲げて着用しない。 

ﾜｲｼｬﾂ･ﾌﾞﾗｳｽ 

・ﾍﾞｽﾄ 

･ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ 

･ﾈｸﾀｲ・ﾘﾎﾞﾝ 

５．ワイシャツ、ブラウス… 白色無地とする。 

６．ネ ク タ イ、リボン … 学校指定のものとする。 

７．ベスト、ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ  … 紺色、灰色、白色とする。 

              胸にワンポイント刺繍等は可とする。 

スラックス 

スカート 

８．スラックス     … 学校指定のものとする。 

９．スラックスのすそ… シングルとする。 

10．ス カ ー ト     … 学校指定のものとする。 

ベルト 11．色… 黒を基調とする。 

靴 下 

ｽﾄｯｷﾝｸﾞ 

12．靴下の色… 原則として無地の黒色・紺色・白色とする。 

13．靴下にワンポイントの刺繍等は可とする。 

14. ストッキングの色… 黒色か肌色とする。 

上 靴 
15．学校指定のものとする。 

16．着色したり、紐等を変更しない。 

外 靴 17．下駄・サンダル等は使用しない。 

カバン 18．スポーツバッグ等の使用を許可する。 

頭 髪 

ｱｸｾｻﾘｰ 

化粧等 

19．パーマ等はかけない。 

20．脱色・染毛・そり込み・眉の剃り落とし等はしない。 

21．アクセサリー類・化粧・色つきリップクリーム等は使用しない。 

その他 

22．制服等は改造しない。 

23．上記に記載のない事項についても､指導する場合がある。 

24．服装、頭髪等の規程に関する疑問や質問は、ＨＲ担任等にすること。 

25．儀式的行事等（入学式・卒業式等）は、ブレザーを必ず着用すること。 

 

附 則  １．令和 ４年 ４月 １日 改  正 

     ２．令和 ５年 ４月 １日 一部改正 

      ３．令和 ６年 ４月 １日 一部改正 
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第４章  交通安全に関する規程  

 

 第 １ 条 (目  的 )   

（ １ ） 交 通 法 規 及 び 交 通 道 徳 を 遵 守 す る こ と に よ り 、 自 己 及 び 他 人 の 生 命  

の 安 全 を は か り 、学 校 生 活 と 社 会 生 活 を 円 滑 に 営 む こ と を 目 的 と す る 。 

 

 第 ２ 条 (自 動 車 運 転 免 許 の 取 得 禁 止 )   

（ １ ）自 動 車 等 運 転 免 許 の 取 得 は 原 則 と し て 禁 止 す る 。た だ し 、３ 学 年 で 、 

在 学 中 に 自 動 車 運 転 免 許 の 取 得 を 希 望 す る 者 は 、 別 に 定 め る 自 動 車 運  

転 免 許 取 得 に 関 す る 規 程 に 準 拠 し 、 校 長 が 許 可 す る 。  

 

 第 ３ 条 (自 転 車 通 学 )  

(１ )通 学 希 望 者 は 、 自 転 車 通 学 届 を 提 出 す る 。  

    (２ )本 校 の 自 転 車 点 検 を 経 て 、 所 定 の ス テ ッ カ ー を 車 体 に 貼 付 す る 。  

    (３ )通 学 時 は 交 通 法 規 や 自 転 車 安 全 利 用 五 則 等 を 厳 守 す る 。  

   【 自 転 車 安 全 利 用 五 則 】 （ 2 0 2 2 年 1 1 月 1 日 改 正 ）  

        ① 自 転 車 は 車 道 が 原 則 、 左 側 を 通 行  

     歩 道 は 例 外 、 歩 行 者 を 優 先  

    ② 交 差 点 で は 信 号 と 一 時 停 止 を 守 っ て 、 安 全 確 認  

    ③ 夜 間 は ラ イ ト を 点 灯  

    ④ 飲 酒 運 転 は 禁 止  

    ⑤ ヘ ル メ ッ ト を 着 用 （ 2 0 2 3 年 4 月 1 日 か ら 着 用 が 努 力 義 務 化 ）  

  （ ４ ） 事 故 に 備 え た 自 転 車 損 害 賠 償 保 険 等 の 加 入 を 勧 奨 す る  

 

 第 ４ 条 (歩 行 者 )   

（ １ ） 交 通 ル ー ル を 守 り 、 交 通 安 全 に 努 め る 。  

 

 第 ５ 条 (報 告 の 義 務 )   

（ １ ） 交 通 事 故 等 に 遭 遇 し た 場 合 は 、 た だ ち に 学 校 や 担 任 等 に 連 絡 す る 。  

 

 

      附   則     １ ． 昭 和 ５ ７ 年  ３ 月 ３ １ 日  改   定  

２ ． 昭 和 ５ ７ 年  ４ 月  ８ 日  実   施  

３ ． 昭 和 ５ ８ 年  ３ 月 ３ １ 日  一 部 改 定  

４ ． 昭 和 ５ ８ 年  ４ 月  ８ 日  実   施  

５ ． 平 成   ２ 年 １ １ 月 ３ ０ 日  一 部 改 正  

６ ． 平 成  ５ 年 １ ０ 月 ２ ９ 日  一 部 改 正  

７ ． 平 成  ６ 年  ２ 月 １ ４ 日  一 部 改 正  

８ ． 平 成 １ ０ 年 １ １ 月  ７ 日  一 部 改 正  

９ ． 平 成 １ ２ 年 １ ０ 月 １ ７ 日  一 部 改 正  

１ ０ .  平 成 １ ６ 年  ４ 月  １ 日  一 部 改 正  

１ １ .  平 成 ３ １ 年  ４ 月  １ 日  一 部 改 正  

１ ２ ． 令 和  ５ 年  ４ 月  １ 日  一 部 改 正  
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第 5 章 自動車運転免許取得に関する規程 

 

第 1 条 許可の対象者  

 （１）進路が内定している者で、かつ、卒業が見込まれる者。  

ただし、成績不振科目（評価１・仮評定１・評定１等）がある者や学校生活に支障  

等を及ぼす者は原則として許可しない。  

 （２）特別な事情により自動車運転免許が必要な者で、かつ、生徒指導部の審議を経て認

められた者。  

 

第 2 条 受講期間について  

 （１）原則として、進路内定者は通学開始日以降の自動車学校入校を許可する。 

 （２）原則として、後期中間考査後に通学開始日を設定する。  

 

第 3 条 自動車運転免許取得に関わる手続きについて  

 （１）自動車運転免許取得を希望する生徒は、自動車運転免許取得に関する説明会へ出席  

する。  

（２）自動車運転免許取得申請書（兼誓約書）に保護者等が署名・押印し提出する。  

 

第 4 条 自動車運転免許取得後について  

（１）自動車運転免許取得後は、保護者等が責任を持って免許証を管理し、生徒は卒業ま

で自動車を運転しない。  

 （２）自動車運転免許取得者は、その旨を学校（担任）に報告する。  

 

第 5 章 受講施設  

 （１）保護者等の責任において決定する。  

 

第 6 章 その他  

 （１）バイク（原動機付自転車等）の運転免許取得は、許可しない。  

 

 

附  則 １．平成１０年１１月 ７日 改  正  

     ２．平成１２年１０月１７日 一部改正  

      ３．平成１４年 ４月 １日 一部改正  

      ４．平成１６年 ４月 １日 一部改正  

      ５．平成２８年 ４月 １日 一部改正  

      ６．平成２８年１２月 ８日 一部改正  

      ７．平成３０年 ４月 １日 一部改正  

８．令和 ３年 ４月 １日 改  正  

      ９．令和 ４年 ４月 １日 一部改正  

     １０．令和 ５年 ４月 １日 一部改正  
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第６章 アルバイト規程 

 

第１条（目的）  

（１）本校生徒がアルバイトに従事する際は、生徒自身及びその保護者等の責任において行い、学 

業に支障をきたさないため。 

（２）本校生徒がアルバイトに従事する際には就業環境等に留意し、かつ、生徒の不利益にならな 

   いよう安全にアルバイトに従事するため。 

 

第２条（就業日）  

 （１）就業日は、特に限定しない。また、３学年の家庭学習期間中も就業可能とする。 

（２）定期考査 1週間前、定期考査期間中等は就業禁止とする。 

  （３）懲戒による特別指導期間中は就業禁止とする。 

 

 第３条（届け出）  

（１）アルバイトを行う場合は、事前に「アルバイト届」を提出する。 

（２）事業主へ「本校生徒のアルバイトの扱いについて」を提出する。 

 

 第４条（条件） 

   （１）経済的理由等、正当な理由を有している。 

   （２）成績不振科目（評価１、評定１、仮評定１等）を有していない。 

   （３）アルバイトの就業日が、「第２条」に該当している。 

   （４）保護者等の承諾を得て署名した上で、アルバイト届を提出している。かつ、アルバイト届に 

雇用者の署名がある。 

   （５）アルバイトの内容やその環境が、「第５条」に該当している。 

  （７）学校生活等に支障がない。 

 

 第５条（内容・環境等） 

   （１）労働時間が午後８時以降にならない。 

   （２）法定労働時間を厳守する。（１日の労働時間が８時間を超えない） 

   （３）危険な場所、危険な品物を扱う仕事はさせない。 

（４）多額の金銭を直接扱う仕事はさせない。 

   （５）酒類を扱う席には出入りさせない。 

   （６）職場の人たちの飲酒・喫煙等に同席させない。 

 

 第６条（連絡・報告）  

（１）アルバイトの就業内容変更や事故等があった場合には速やかに学校に連絡･報告をする。 

 

  附  則   １．平成 ４年 １月３０日 施  行 

                  ２．平成 ６年 ２月１４日 一部改正 

                  ３．平成１４年 ４月 １日 一部改正 

                  ４．平成１６年 ４月 １日 一部改正 

                  ５．平成３１年 ４月 １日 一部改正 

         ６．令和 ３年 ４月 １日 改  正 

         ７．令和 ４年 ４月 １日 一部改正 

         ８．令和 ５年 ４月 １日 一部改正 



第７章 生徒派遣規程 

第１条 （目 的） 

   本規程は、本校を代表して公式大会及び、練習試合・合宿・合同練習等または、その他の地域主催 

行事や大会等に生徒が参加する場合に適用される。 

第２条（対 象） 

    （１）高体連･高文連･高野連が主催または共催･後援する大会及び国民スポーツ大会とする。 

    （２）校長が承認した大会、または文化的行事等とする。 

    （３）練習試合・合宿・合同練習等、またはその他の地域主催行事や大会等とする。 

    （４）上記以外は、生徒指導部会の審議を経て、校長が決定する。 

第３条（資 格） 

（１）主催者の定める資格や条件を満たしている。 

（２）保護者等から生徒の参加承諾を得ている。 

（３）学業や学校生活等について、生徒指導部会で審議し、認可されている。 

第４条（不認可） 

（１）教務的観点 

          成績不良や欠席時数等に関わり、単位不認定等で卒業・進級等に支障がある場合。 

（２）生徒指導的観点 

      生徒指導上の特別指導等が、継続中である場合。 

（３）その他 

ア．学校生活や練習等への取り組みが不十分であると生徒指導部会で判断された場合。 

イ．本校の代表として、客観的に不適切であると生徒指導部会で判断された場合。 

第５条（届け出） 

教員が必ず引率し、かつ「対外活動参加届」を大会等参加の 1 週間前までに提出する。 

第６条（参加回数・旅費支給回数の上限） 

ア．公式大会（名寄支部予選等）の参加については年間 3 大会まで認める。また、交通費及び宿 

泊費については、第２条（１）の大会に対し、年間 2 大会に限って生徒会会計から支出する。 

      イ．練習試合等と合宿併せて、年間延べ 10 日以内とする。また、合宿 1 回につき最大 4 泊 5 日ま 

でとし、合宿の回数は年間 2 回までとする。 

      ウ．合同練習や練習試合等は年間 15 回以内とする。かつ、日帰りに限定する。 

 

第７条（旅費の支給人数の上限）【名寄支部予選(大会)関係】 

交通費及び宿泊費の支出人数については、第２条（１）の大会について、大会規定等で定められた 

登録人数を上限とし、生徒会会計から支出する。 

第８条（参加費等の支給）【名寄支部予選(大会)関係】 

参加費及び負担金等については、第２条（１）の大会のみ生徒会会計から支出する。 

第９条（全道大会・全国大会の旅費等の支給） 

全道大会・全国大会については、交通費・宿泊費及び参加費・負担金等を北海道豊富高等学校体育 

・文化後援会から支出する。【体文後援会の支出規程を参照】 

第１０条（参加・活動期間等） 

（１）定期考査第１日の１週間前から考査終了までは、原則として参加や活動等を禁止する。 

（２）練習試合等は原則として日帰りとする。宿泊を伴う場合は合宿扱いとする。 

    （３）その他の地域主催行事や大会等への参加は、授業等に支障がない期間とする。 

第１１条（その他） 

特別な場合については、生徒指導会で審議する。 

 

  附 則 １ 昭和５０年 ４月 １日  施 行 

２ 昭和６０年 ４月 １日 一部改正 

３ 平成 ２年 ４月２６日 一部改正 

４ 平成 ５年 ４月 １日 一部改正 

５ 平成 ８年 ３月２１日 一部改正 

６ 平成１４年 ４月 １日 一部改正 

７ 平成２２年 ４月 １日 一部改正 

８ 平成３０年 ４月 １日 一部改正 

９ 令和 ５年 ４月 １日  改 正 

１０ 令和 ６年 ４月 １日 一部改正 
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第８章 合宿規程 

 

第１条  合宿を実施する際は対外活動参加届を実施の１週間前までに提出し、許可を得る。 

 

第２条  届出の際は、保護者等から対外活動参加願（保護者等の承諾を得る）を添付する。 

 

第３条 実施にあたっては、顧問の引率を必要とする。 

 

第４条  年２回までとする。また、１回の期間は最大４泊５日までとし、年間１０日以内と 

する。 

 

第５条 合宿中は、本校の生徒指導関係規程と確認事項を適用する。 

 

第６条 特別な場合については、生徒指導部会で審議する。 

 

  附 則  １．昭和５０年 ４月 １日 施  行 

２．昭和６０年 ４月 １日 一部改正 

３．平成 ２年 ３月３１日 一部改正 

４．平成 ８年 ３月２１日 一部改正 

５．平成１４年 ４月 １日 一部改正 

６．平成１６年 ４月 １日 一部改正 

７．平成２２年 ４月 １日 一部改正 

８．平成３０年 ４月 １日 一部改正 

      ９．令和 ４年 ４月 １日 一部改正 

     １０．令和 ５年 ４月 １日 一部改正 
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第９章  生徒の懲戒及び特別指導に関する規程  

 

第１章（目 的） 

生徒に教育上の特別指導を要する問題行動があった場合には、その原因を明確にし 

て、生徒が社会の中で自分らしく生きることができる存在へと、自発的・主体的に  

成長や発達する過程を支援する。また、生徒指導上の課題に対応するために、必要  

に応じて指導や援助等を行う。 

 

第２条（基 準） 

（１）学校教育法 第１１条「校長及び教員は、教育上必要があると認められるときは、  

文部科学大臣の定めるところにより、児童、生徒及び学生に懲戒を加えることがで  

きる。ただし、体罰を加えることはできない。」       【法令等の抜粋】 

  （２）学校教育法施行規則 第２６条「校長及び教員が児童等に懲戒を加えるに当たって 

は、児童等の心身の発達に応ずる等教育上必要な配慮をしなければならない。」  

２「懲戒のうち、退学、停学及び訓告の処分は、校長が行う。」  

３「前項の退学は、公立の小学校、中学校又は特別支援学校に在学する学齢児童又  

 は学齢生徒を除き、次の各号のいずれかに該当する児童等に対して行うことがで  

きる。」 

 一 性行不良で改善の見込がないと認められる者 

 二 学力劣等で成業の見込がないと認められる者 

 三 正当の理由がなくて出席常でない者 

 四 学校の秩序を乱し、その他学生又は生徒としての本分に反した者 

     ４「第２項の停学は、学齢児童又は学齢生徒に対しては、行うことができない。」 

【法令等の抜粋】 

  （３）学校教育法 第３５条を根拠に、生徒間の暴力行為や教職員への暴力行為・器物破 

     損行為・公序良俗に反する行為・授業妨害や教育的指導に従わない等の行為を繰り 

     返し行い、他の生徒の教育に妨げがある。又は、他の生徒や教職員等の心身等に危 

険があると認められた場合は特別指導等の対象とする。 

  （４）上記（１）､（２）､（３）に準拠し、生徒指導部が懲戒及び特別指導等の原案を作 

成する。その後、職員会議の審議を経て、校長が決定する。 

なお、懲戒の種類は以下のとおりである。 

           ア．訓 告    イ．停 学    ウ．退 学 

また、懲戒以外に必要に応じて以下の特別指導等を行う。 

 ①校長による説諭  

②生徒指導部長等による指導及び助言 

 ③家庭待機 

 

第３条（運 用） 

   （１）懲戒等の処分の通告は、原則として校長が行う。 

   （２）懲戒等の指導や援助等は、生徒指導部が計画を立案し、本校教職員が行う。 

   （３）懲戒等の指導や援助等の継続の可否については、生徒指導部が原案を作成する。 

     その後、職員会議の審議を経て、校長が決定する。 

 

  附  則   １．昭和６３年 ４月 １日 有  効 

                  ２．平成１４年 ４月 １日 改  正 

         ３．平成１６年 ４月 １日 一部改正 

         ４．平成２２年 ４月 １日 一部改正 

         ５．令和 ５年 ４月 １日 改  正 
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Ⅳ 生徒会会則 

第１章 総 則 

第１条 本会は、北海道豊富高等学校生徒会と称する。 

第２条 本会は、個人の人格を尊重し、相互の信頼と友愛を深め、自主的運営により、学  

校生活を充実、向上させることを目的とする。  

第３条 本会は、北海道豊富高等学校生徒をもって構成する。  

 

第２章 会員の権利及び義務 

第４条 会員は、その必要に応じて、所属する団体の集会を開くことができる。 

第５条 会員は、本会の各役員の選出、解任、及び本会会則並びに本会会則に基づく各種  

細則の改正の要求をすることができる。  

第６条 会員は、本会会則及びこれに基づく細則並びに生徒総会、評議会の決定事項に協  

力しなければならない。 

第７条 会員は、生徒総会によって定められた会費を納入しなければならない。  

 

第３章 機関及び生徒会役員等 

第８条 本会は、目的達成のため、次の機関を設ける。 

生徒総会・生徒会執行部・評議会・厚生委員会・図書委員会・放送委員会・  

文化委員会・選挙管理委員会・ホームルーム  

第９条 生徒会執行部は、生徒会役員（四役）で構成する。  

ただし、原則として生徒会役員は各委員会に所属しない。また、ホームルームの  

委員長・会計等を兼任しない。  

（１）生徒会役員（四役） … 会長１名・副会長１名・会計２名・書記２名  

（２）生徒会執行部の構成員… 会長１名・副会長１名・会計２名・書記２名  

  （３）委員会 … 厚  生 委員会 各クラスから１名以上選出する。 

                    図  書 委員会     〃   １名以上選出する。 

                    放  送 委員会     〃   １名以上選出する。 

                   文  化 委員会    〃   １名以上選出する。 

              選挙管理 委員会 各クラスの ＨＲ会計が兼任する。 

第 10 条 生徒会役員は会員の直接選挙により出席会員の過半数の承認を得て選出される。 

第 11 条 会員は、生徒会役員がその任務に不適当と認められた場合に会員の３分の２以上 

の署名をもって、選挙管理委員会あてに申請書を提出し、評議会の承認を得て解 

任を要求することができる。  

第 12 条 前条により、解任要求が評議会で承認された場合は、選挙管理委員長は直ちに該  

当する生徒会役員に解任を命じなければならない。また、否決された場合は残り  

の任期を継続し、任期中に再度解任を要求することはできない。  

第 13 条 生徒会役員等に欠員が生じた場合は、生徒会執行部が候補者を推薦し、評議会の 

     承認を得て補充する。 

第 14 条 各種委員会の委員とホームルームの委員長・会計等は、各ホームルームの承認を  

得て選出される。  

第 15 条 本会の、生徒会役員（四役）の任期は改選から１年間とする。 

 

第４章 生徒総会 

第 16 条 生徒総会は、本会の最高議決機関であり、全会員をもって構成する。 

第 17 条 生徒総会は、次の場合に開催される。 

         （１）定期総会     毎年４月の１回 

         （２）臨時総会     次のいずれかの場合 

                 イ）会員の３分の２以上の開催要求があるとき。 

                 ロ）会長が必要と認め、評議会の承認を得たとき。 

第 18 条 生徒総会は、全会員の３分の２以上の出席を以って成立する  

第 19 条 生徒総会の議長団は、全会員中より選出する。但し、立候補、推薦がない場合は、 

生徒会執行部が指名し、承認を得る。  
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第 20 条 生徒総会の議長団は、議長１名、副議長１名で構成される。 

第 21 条 生徒総会の議決は出席会員の過半数による。賛否同数の場合は、議長団が決する  

第 22 条 生徒総会においては、会務及び決算の報告、監査報告並びに予算の承認を行なう  

他、評議会から提案された事項、その他必要事項につき審議する。  

 

第５章 生徒会執行部  

第 23 条 生徒会執行部は、事業計画案並びに予算案・決算報告等を生徒総会に提出し、  

決定事項を執行する。また、評議会の議題を調整する。  

第 24 条 生徒会執行部の構成員は、生徒会役員（四役）とする。  

また、任務は次の事項とする。  

     （１）会 長…本会の校内外における代表責任者であり、本会の生徒総会、評  

議会、執行部会議及び、その他本会に関する一切の事項を司る。 

     （２）副 会 長…会長を補佐し、本会の記録作成や保管等にあたる。また、会長に  

事故があった場合は、その任務を代行する。  

     （３）会 計…本会の経理全般を司り、関係資料等を保管する。  

（４）書   記…本会の記録全般を司り、会議録等を保管する。   

第 25 条 生徒会執行部の会議は、随時会長が招集する。  

 

第６章 評議会 

第 26 条 生徒会執行部は、円滑な生徒会活動等を推進するために評議会を開くことに努め  

る。 

第 27 条 評議会は、生徒総会に次ぐ議決機関であり、構成員は生徒会執行部（四役）と各  

委員会の委員長及び各ホームルーム委員長とする。又、委員長及びホームルーム 

委員長に事故があった場合は、その都度代理を選出し任務を代行する。  

第 28 条 評議会は構成員の開催要求があり、かつ、会長が必要と認めた場合に開かれる。 

第 29 条 評議会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ開催できない。また、決議  

は、出席者の過半数の賛成を必要とする。  

第 30 条 評議会は、次の事項について審議する。 

         （１）本会会則の改正案について 

         （２）生徒総会への提案事項について 

         （３）各種委員会の設置と廃止について 

         （４）部活動・同好会の設立と廃止について 

         （５）ホームルームへの提案事項について 

         （６）生徒会役員（四役）等の補充について  

     （７）その他、審議が必要と認められる事項について  

 

第７章 委員会 

第 31 条 本会の機関として、次の委員会を置き、その任務は以下に定めるものとする。  

         （１）厚生委員会…会員の校内生活の向上を図り、合わせて清掃美化、会員の健  

康維持、増進に努める。 

         （２）図書委員会…図書館の円滑な運営に努める。 

         （３）放送委員会…校内放送の円滑化に努める。 

         （４）文化委員会…各種行事を広報する。また会員のボランティア意識の高揚  

              に努める。  

第 32 条 上記委員会は、前期・後期で全委員の互選により、委員長と副委員長を置く。  

副委員長は、委員長に事故があった場合は、その任務を代行する。また、委員長  

は評議会の構成員となる。 

 

第８章 選挙管理委員会 

第 33 条 選挙管理委員会は、各ホームルームの会計をもって構成され、選挙管理委員長  

は、全委員の互選による。 

第 34 条  選挙管理委員会は、生徒会役員の選出、解任に関する一切の事項を行なう。  
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第９章 会計監査について 

第 35 条 会計監査は、生徒会役員の会計(以下会計)が顧問の指導の下にその任務を担う。 

第 36 条  会計は、生徒会会計予算･学校祭予算等の適正な運用を監査する。  

第 37 条 会計は、生徒総会において、生徒会会計決算及び学校祭決算等について監査報告 

を行なう。  

 

第 10 章 ホームルーム 

第 38 条 ホームルームは、生徒会組織の基盤であり、会員が所属する各学級である。 

第 39 条 ホームルームは、各機関からの課題や、クラス内の議題を討議し、実行する。 

第 40 条 ホームルームの決議事項は、随時、評議会に提出することができる。 

第 41 条 ホームルームは、ホームルーム委員長や会計の他に、必要に応じて各種係を設け 

ることができる。また、ホームルーム委員長は評議会の構成員となる。  

 

第 11 章 部活動 

第 42 条 部は、会員の同好者による組織で本校生徒会に属する。また、部活動は顧問の  

助言と指導の下で行われる。 

第 43 条 会員は、体育系、文化系各１部まで所属することができる。 

第 44 条 部の設立については、同好会が生徒会執行部に申請し、評議会で審議した後、職  

員会議を経て、校長の許可を得る。  

（１）集団で体育的あるいは文化的活動の一つを生徒会傘下の継続的課外活動と  

して行うもので、次のすべての項目に当てはまるものを部活動とする。  

      イ）本校教育活動の一つとしての目的を持つ。  

      ロ）校内行事及び校外における各種大会において活動がなされているもの。  

      ハ）複数の顧問を配置する。  

      ニ）部員から部長、副部長を配置し、かつ、二名以上が在籍している。  

      ホ）継続的な活動実績があり、かつ、活動場所がある。 

      ヘ）予算の執行がなされている。  

第 45 条 部の廃部については、次のいずれかの項目に該当する場合に、生徒会執行部に申 

請し、評議会で審議した後、職員会議を経て、校長の許可を得る。  

    （１）年度末に部員が一名以下になった場合。なお、三学年は含まない。  

    （２）活動内容が不良である場合、または、継続的な活動実績が無い場合。  

    （３）複数の顧問配置が不可能な場合。 

    （４）顧問が判断した場合。  

    （５）部活動に支障があると認められた場合。  

    （６）その他の特別な場合については、その都度審議する。  

 

第 12 章 同好会 

第 46 条 会員は、部以外に同好会を組織することができる。 

第 47 条 同好会は、顧問一名かつ、会員二名以上をもって構成され、活動場所があるこ  

と。その設立については、生徒会執行部に申請し評議会で審議した後、職員会議  

を経て、校長の許可を得る。ただし、団体競技については競技の最低人数を満た 

すこと。  

第 48 条 同好会の活動期間は原則１年間とし、毎年定期生徒総会での承認を必要とする。 

第 49 条 同好会の廃止については、次のいずれかに該当する場合に、生徒会執行部に申請 

し、評議会で審議した後、職員会議を経て、校長の許可を得る。  

    （１）年度末に同好会員が一名以下になった場合。なお、三学年は含まない。  

    （２）活動内容が不良である場合または、継続的な活動実績が無い場合。  

    （３）顧問の配置が不可能な場合。  

    （４）顧問が判断した場合。  

    （５）同好会活動に支障があると認められた場合。  

    （６）その他の特別な場合については、その都度審議する。  

第 50 条 同好会には、生徒会部活動予算は配分しないものとする。  



Ⅳ－4 

 

第 13 章 会 計 

第 51 条 本会の経費は、会費、入会金、その他の収入をもってこれにあてる。 

第 52 条 本会の会計期間は、毎年４月１日より始まり、翌年３月３１日をもって終る。 

第 53 条 本会は、会員に課する会費額、及び入会金を次のように定める。 

         会  費  年額１９，２００円    入会金１，０００円 

第 54 条 本会の予算及び決算は、生徒会執行部がこれを作成し、生徒総会の承認を得る。 

第 55 条 本会の経費の入金と出金は、顧問の認印を必要とする。  

  

第 14 章 特別会計 

第 56 条 本会計は、北海道豊富高等学校体育・文化後援会支出規程における「生徒遠征費  

１の（１）」に予算不足が生じ、年度内に補正予算編成等が困難な場合に特例と  

して支出するものとする。 

第 57 条 本会計は、北海道豊富高等学校生徒会会計、北海道豊富高等学校体育・文化後援  

会会計及び北海道豊富高等学校ＰＴＡ会計に一時的な資金不足が生じた場合、  

会計年度内に戻入することを条件に貸し出しできるものとする。  

第 58 条 第 56 条の支出の決定に当たっては、第 29 条の評議会の賛成を得なければなら  

ない。  

 

第 15 章 補 則 

第 59 条 会員は本会会則、並びに本会会則に基づく各種細則の改正の要求をホームルーム 

決議を通して、評議会に提出することができる。  

第 60 条 本会会則は評議会の審議に基づき、生徒総会の出席者の過半数の賛成を得て改正  

することができる。 

第 61 条 本会会則実施に必要な細則は、別にこれを定めることができる。 

第 62 条 本会は顧問を北海道豊富高等学校の教職員から若干名を配置する。かつ、顧問は 

本会の諸活動を補助し、適宜、指導と助言を行う。  

第 63 条 本会の会則に基づく活動は、校長の承認を必要とする。 

 

  附  則   １．昭和３９年 ２月２１日 施  行 

                  ２．昭和６０年 ４月  １日 一部改正 

                  ３．平成  ２年１０月  １日 一部改正 

                  ４．平成  ５年 ４月  １日 一部改正 

                  ５．平成１４年 ４月 １日 一部改正 

６．平成１６年１２月 ６日 一部改正 

７．平成２２年 ４月 １日 一部改正  

８．平成２７年 ４月３０日 一部改正  

９．平成２８年 ４月２８日 一部改正  

１０．平成３０年 ４月 １日 一部改正  

１１．令和 ４年 ４月 １日 一部改正  

１２．令和 ５年 ４月 １日 一部改正  

１３．令和 ６年 ４月 １日 一部改正  

 

 


